
大光議員の「財政運営について」のうち、「財政の現状認

識と今後の運営方針について」のご質問からお答えいたしま

す。 

直近３か年の 実質収支は 黒字を確保しているものの、基

金繰入れを除いた 実質的な収支状況を見ると、財政余力は

徐々に縮小しており、特に近年は、経常的経費の増加に伴う

財政構造の硬直化が進んでおります。今後の予算編成におい

ては、中長期的な見通しを踏まえた収支分析のもと、行財政

改革に取り組み、事業の選択や集中を徹底し、市民サービス

の質を確保しつつ、将来世代に過度な負担を残さない、持続

可能な財政基盤の確立に取り組んで参ります。 

次に「基金の適切な活用と運用の規律について」でありま

すが、特定目的基金につきましては、法令及び各基金条例に

基づき、明確な目的をもって積立て、運用 及び 取り崩しを

行っております。また、中長期的な 財政見通しとの整合を

図りながら活用することにより、単なる収支調整の手段とな

らないよう財政規律の確保に努めて参ります。 

次に「今後の歳入見通しと財源確保策について」でありま

すが、市税につきましては、賃金上昇や共働き世帯の増加を

背景として個人住民税は一定の増加傾向にあるものの、生産

年齢人口の減少により、大きな伸びは見込み難いと認識して

おります。また、地方交付税につきましては、人口減少や交

付税措置のある 地方債の償還に伴い、同様に 大幅な増加は 

期待しにくい状況にあります。これらを踏まえた上で、歳出

の削減と合わせて使用料・手数料の見直しなどによる自主財

源の確保に努めて参ります。 

次に「将来予測に基づく財政の健全化について」でありま

すが、現在、今後５年間で予定される 大型事業の把握を進

め、将来試算の精度向上に努めております。しかし、試算に

おいては収支不足が見込まれることから、歳入確保と歳出縮

減の両面における対応が必要と認識しております。また、財



政指標につきましては、主要な指数を継続的に注視し、令和

６年度決算水準の維持を目標に管理して参ります。特に、経

常収支比率の上昇による財政硬直化が課題であることから、

経常経費の適正化を最優先とし、持続可能な財政基盤の確保

に努めて参ります。 


